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Nâ
tional̂

onomie, 

es-
.
H
rD
'
s
e
b
t
L
^

: 

s
r Studirende.

の
第 | 
卷

G
r
u
n
d
l
e
g
u
n
g

 

^
&

§
备
ぎ
§
s
s-
.(

ー：千
八
；1^
:;
/\
十
5:
¥
.

〕

の
'如
き
も
、
宙
い
理
論
と
新
し
-い
.
.
歷

运

的

及

び

社

會

的

傾

向

と

を

へ

'

'

:

-
■,
■■
.
.
.
. 

、
.'
'.
'

.
/.
,
: 

- :

.
■
: 

:;̂
: 

■■
'
-
' 

-

'

'

 

:

:
 

. 

- 

.

. 

.

.

.

'
:■:
綜
合
し
ょ
ぅ
と
し

‘た
も
の
で
あ
ガ

^

^
て
タ
被
れ
の
身
學
的
及
び
偸
理
肘
觀

^

^
擊
な
态
意
義

^
於

け

る

經

濟

的

考

察

の

:^
に

優

越
 

せ
：■

て
ゐ
ま
す
。
何

‘と
带
葉
じ
 

:'
:
'
;做
.备
れ
ま
七
た
も
の
は
、
此
，の
藥
派
の

.總
帥
グ
ズ
ク

-ッ
.フ
：
？
ン
.
チ

戈

ラ

 
1

^G
n
m
d
r
i
s
s

 

d'er 

All'gepleineTl; VOJkswirtsc

traf tsienre. 

ベ， c
f
:

千
九
莨
年
叫
酊
年

)

で
ぎ
り
ま
す
る
が

'\
'

此
0

1

^

;
に
於
：け
，る
：縦
然
恕
る
經
舐
理
論
が
一
論
述
ぼ
極
め
て
鸷

_
で
.あ
め
、
^
濟
法
則
'の
：

:

一
：1
.
:に

對

レ

て$

ら

兑

範

圍

はs

f

で

そ

：
S

.
蕩

I

す

。

斯

ぅ

し

り

：
ま

：
し
：

谨

の

I

 

_
:
'
*お
衫
て
は
、
..
5
-覽
效
用
勢
說
.は

斷

然

優

滕

ず

、
る

..に

至

负

た.
'
^

お
同
，_
な
る
が
如
き
親
を
呈
し
て
居
つ
た
の
で
浓
り
ま
す

6 

■

■

,

,

:

- 

.
 

...

■■
■'然
し
な
が
ら
、
吾
人
は
斯
く
の
細
き
間
’に
於
き
ま
し
で"
價
値
に
及
ぼ
す
生
產
費
の
影
響
が
次
第
に

'®
要
視
せK
れ
る
に
至
つ
た
こ 

^
を
認
め
な
け
れ
ば
纪b
iせ
ん
、
劎'橋
事
派
の
基’を
開
い
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド

•

マ
！
レ
ャ.ル
拟
綜
合
主

g

者
で
，|>
り
ま
し
た
。
彼
れ 

に
從
ひ
，ま
す
れ
ば
、
ジ>■
»■,ヴ
ォ
ゾ
ズ
が

「

考
察
と
研
究
の
反
復
は
、
余
を
導
い
て
、
镡
値
は
金
然
效
，用
に
依
存
す
る
と

1K

ふ
稍
や
新
奇 

な
意
見
，

R

到
翁
せ
し
め"た」

と
道
破
致
し
ま
し
た
時
，
そ
は
、
不
注
意
な
る
約
言
を
以
つ
て
價
俥
茫
坐
虚
費
に
依
稃
す
る
も
-の
と
な
し 

^
た
舊
い
經
濟
學
者
の
意
，見
よ
り
も
却
つ
て

,方
的
なL
の
で
あ
り
あ
し
た
。
，需
要
と
生
產
费
-'と
が
夫
々
慎«-
決
定
に
際
し
て
演
ず
る
役 

,

割
に
關
しr
しV

、

リ
カ
ー
‘ド
オ
の
曖
味
朦
朧
と
彡
丄
ヴ
ォ
ン
へ
ズ
の
反
撥
と
に
ょ
つ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
不
必
要
な
論
爭
ゆ
、
彼
れ
に 

;

現
代
僻
濟
舉
现
論
概
泡 

' 

,

て

.

‘
 

' 

’-I
:
-九

C

六
九
九)



‘
)

垛
代
經
濟
學
理
論
槪
況

’
 

' 

>
.
• 

八〇

(

七
〇
〇〕

V
.
.
: 

夂
つ
て
遂
に
片
附
け
ら
れ
た
，と
言
は
れ
ま
し
た
。
生
產
# '

の
上
に
役
ぜ
ら
れ
た
新
し
い
光
は
、
惯
値
の
決
定
に
擦
し
て
演
じ
ま
す
る
其 

-

の
偉
大
な
る
役
制
を
一
層
明
瞭
に
衙
了
す
る
こ
と
を
得
せ
し
め
、
古
典
經
濟
學
荠
噂
が
、
需
要
の
カ
&

上
に
供
給
の
カ
を
强
調
致
し
ま. 

し
た
る
時
、
彼
れ
等
が
其
の
直
觀
に
よ
つ
て
芷
し
ぐ
指
導
せ
ら
れ
た
こ
と
を
一
層
確
實
に
承
認
す
る
と
と
を
得
せ
し
め
た
の
で
あ
.り
ま
- 

す
。
而
し
て
、
價
値
は
需
要
及
び
供
給
の
均
衡
點
に
於
い
て
決
定
せ
ら
れ
る
と
な
す
命
題
の
’寒
礎
を
成
し
つ
、
あ
る
一
般
觀
念
は
一
擴
張
，
 

せ
ら
れ
ま
し
て
、
經
濟
的
宇
庙
の
總
べ
て
の
諸
要
素
が
相
互
的
釣
合
及
び
相
5;
的
作
用
に
よ
つ
て
其
の
地
位
を
持
1¥
す
る一

の
全
コ
ぺ 

:ル
ニ 
一
 :.n,

ス
的
系
統
を
發
見
す
.

i
る
^

至
ら
し
.め
.ら
る
Ml
き
^
^
.
.
.
で
あ
り
ま
し
た
。
I L
濟
的
均
衡
'の
、
一

般

的

理
.論
は
u 

i 

一#

の
.
^
カ
な
る
¥
 

助
的
概
念
，
即
ちr

限
界」

及
び「
代
位」

に
よ
つ
で
鞏
固
な
ら
し
め
、ら
れ
、
思
索
の
論
理
的
方
式
と
し
て
有
效
な
ら
し
め
ら
れ
ま
し
た
。

,
而
し
て
i

マ
ト
シ
ャ
ル
，が
、‘；
ジ

ふ

，
ヴ

ォ

ン

>
.ズ
流
.の
觀
念
か
ら
自
激
に
發
達
せ
し
め
ま
し
た「

消
費
者
餘
剩」

の
概
念
_.は
、
自
尚
放
任
、
無
.，
 

'
拘
束
な
る
：餞
爭
.に
よ
つv

派
得
せ
_ら
'れ
ま
す
.る
，利
^

の
最
大
限
が
.、：
必
.ず
し
も
取
得
し
得
る
最
大
可
能
の
利
益
で
な
'い
こ
-と
を
立
'證
す 

v

る
‘に
資
す
可
き
^

の
.で
あ
り
.ま
し
^

。
'
而
し
て
、：
レ
.オ
シ
'，
y

ル
ラ
ス
に
遡
る
と
と
'の

出

來

る

.
ロ

ー

ザ

ン

ヌ

學

派

：は

’又
，
數
理
的
：均
衡 

:
:
.理
論
を
.
■
成
す
る
も
.の
'で
'あ
り
，ま
す
。
X

ラ
，
ス

は

稀

少

性

を

以

つ

て

傻

格

の

，決

定

原

因

た

ら

し

め

る

も

.

.
の

で
は
.あ

り

ま

し

た

，が

、

而 

も
-彼

ル
.の
中
心
學
說
を
_

成
致
し
ま
す
も
の
は
一
般
的
經
濟
均
衡
理
論
で
あ
り
ま
し
た
。
而
し
て
一
千
八
百
九
十
三
年
に
彼
れ
の
後
を1 

繼
承
し
て
ロ 
ー
ザ
ンX

大
學
敎
授
と
な
つ
た
‘饼
太
利
蓝
人
ヴ
ィ
ル
フ
レ
ド
3 

•六
-
レ
ー
ト
ォ
と
北
ハ
に
眞
に「

口
ー
ザ
ン
メ
學
派
，

」

と
稱
せ 

.

■ら
れ
る
も
.の
；V
發
達
は
始
.つ
.
た
^

で
，あ

り

ま

す

。
B
.1
.ザ
ン
；

X

學
派
に
取
.つ
'
で
の
間
題
は
、.客

觀

的

交

換

關

係

，
の

'其
れ
で
あ
り
ま
し
て
、
 

主
觀
的
現
象
'と
し
：て
.
.の
，.價
値
9
其
れ
は
容
易
に
除
去
.せ「

ら
れ
る
を
得
可
き
で
あ
り
，ま
..す
。

.

.'.

.

. 

:
 

:

'

然
る
に
、
是
れ
等
爾
學
派
と
鼎
立
の
關
释
に
あ
•る
填
太
.利
學
派
は
供
.給
曲
線
の
反
轉
し
得
る
ど
と
を
認
め
て
、
依
然
、
效
用
の
優
位 

を
主
張
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。'
:

1
1

十
世
紀
に
這
.人
_つ
て
か
ら
規
れ
ま
..し
た
此
.の
.擧

派

の

唯

：

フ

.

リ

ー

ト

リ
'ツ
ヒ
：
•
フ
オ
.
ン
.
•ヴ
ィ
!
.ザ

ー

のordndriss 

d.er 

sozial

o:k
o
n
o
m
i
k
，

' 
中
の
.Theorie 

der 

gesellschaft.Hchen 

w
irtsdlafr

.
-' 

.

. 

,

-

 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

-
 

、
 

.
 

..... 

.
 

.
 

.
 

-
 

.
 

-
 

.
 

-
 

.
V 

-
 

-
 

-
 

.
 

..
 

-
 

T

.-1

千
九
}

GI

十
四
年
初
版' 
の
冲
心
を
成
：す
.も(0
..は
依
猶
限
界
效
用.理
論
梵
#
か
ま
し
た。

>

ぐ

.'
V
、
::
:

」：：.：：

洵

に

、
英

國

の

ア

ル

フ

レ

ッ

ド

•

V

C

^
ャ
^
フ

ス

澳
大
醫
磨
者
ソ
及
球 ̂

學

派

、
ソ
此
め
：
1ー1
.づ
.
0も
：の.‘：、
業
績
は
、

現1代
. 

の
：漱
濟
學
者
.に
淺
さ

れ
.た
直
接
の1

財
產
で
被
：る.と
書
：̂

.■ゐ
'ま
す
：。

私
は«
く
の
如
羑
枏
續
脉
產
妨_
の
^

の
1

夂
學
薯
に
ょ
 

0

^
如
何
.把
管
理
.-せ
：ち
れ
ノ_
1
殖̂
也
ら
.れ
-

^
を
少
し
く
檢
討
レ
て
：

.見
た
：^-
-
ど
興
ひ
^

す
:0
;

.
ふ
べ
.'
:
>-.
.
.ゾ
.
/-,
.
'
-':
.

■
,

■
■'
:

• 

- 

ノ 

- 

V- 

.

.

. く
：
.、
' 

.
'
-
'
'

へ
-
,
.
-.
-
; 

へ
：.
'
-

「

：

■ 

'

.

-

V

_ 

-
.

.

.

は
、
.先

づ

第」

：'忙
、
'其
.の
後
.忮
至
り
ま
し
て
，
最
早
幾
多
の
經
濟
&
者
を
容
易
に
別
箇
.0
:
學
減
に
§

す
'る
.

こ'
 
と
を
'得
な
い
.や
.
.

'

:;
5
:
:
£
fe
:o
怒
事
衝
r
'B
意
じ
敖
け
れ.

g

令

ま

せ
'ん
o
:私

共

は
.輓
近
；■
於
き
ま
し
て
は
ノ
國
民
的
並
び
に
學
派
敗
徵
界

%-
:
越
ぇ
た
結：
. 

'合

<0
存
す
：る
こ
東̂
着
出
.す
沙
ゼ
..あ
-̂
:

_
ず
0
:
"
.
例
ぺ
ば
.、
.ゾ
マ
ー
シ
ャ
ル'め
.鶴

度

を

承

認

せ

る

平

津(0
.
.
.
モ
フ
。
ヮ
：ネ..
\
式
ッ
ザ
ヮ1

ズ
"に

ょ
.

•
 

•-
 

、
.
.
.
.
 

■
 

^
 

i 

■
 

■
 

■
 

■
 

.•• 

■■■
 

: : 

ノ 

-

-

-

-

-

-

..い
つ
.
初̂
め
ヤ
使
用
.せ
'ら
れ
ま
1>
た
無
差
別
此
赚
|:
:
使
用
1>
.て
ゝ
：
。八
V
.
I
fォ.ぼ
效
用
，の
概
念
；に
依
輕
ず
.る

て

' の
：經
パ 

'濟
均
衡
0
.
.方
歡
式
お
搆
成
ず
名
•&
■
と
；が
可
能
*
解

る

を

隶

し

、
靳
；
^
て
’經
®
碰
論
を
心
理
學
的
快
黎
菜
_
吃

傲

存

背

し

，
め

る

：
こ

と

 

''
な
^>
&
し
；
め̂
:の
^
あ

_
_
.
す̂
が
'^
斯
く
：の
'.如
き
.パ
：
：
レ1^
 ̂

. 

,
ス
.
0
* 

R
，
H
i
c
k
s
〕
'

及
び
ア
レ
シ
^
■K
，
，Q
，
o,>
一
 

1
3

〉

m」

*:
ro
v 
行
は
れ
ま
し
た
。

(

.̂
s-c6nsidera.tion

6-f^the 
ハ Th

e
o
r
y

 

o
f

 

y
a
l
u
5

 

E
c
o
n
l
i
c
a
,

 

1934.)？

又
、.
初
め
に
英
國
の
フ
ィ
リ
ッ
.フ
•
エ
ッ
チ
•
ウ

ィ

，
ク
ス
チ
..1:
.ド

パ
の
經
濟
思
想
に
..最

大

な

る

影

響

を

 

及
ぼ
し
だ
も
の
は
ジ
*
ヴ

ォ
ン
ズ
'の

T
h
e

 

T
h
e
o
r
y
,

 o
f
'
p
&
t
i
c
a
i

 E
c
o
n
o
m
y
.

で
あ
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
初5

T

奥

太

利

^

^

、

办

び

に一

千
九
.
}
n

c/N
^
■に
パ
レ
ー
ト

オ

が

ミ

ラ

ノ

で

出

版

致

し

ま

し

た

K*
§
d
a
l
e

 di 

o
o
o
a
o
B
^
W
. 

p
o
l
i
t
i
c
a
.

が
^
れ
ま
し
て̂
 

於

、

％
1
ザ
ン
>

擧
派
も
亦
彼
れ
に
齡
響
を
與
へ
る
所
が
大
で
あ
り
ま
し
た
リ
彼
れ
に
，對
す
る
パ
レ
ー
ト
オ
の
歡
響
は
、
其
の
一
千

；

<

' 

ノ

现

代

M
许
枳
现
論
概
況
/
 

、
•

. 

、
八I

.
(

七
〇
ー)

.



^
 

.マ
，
.；:,
'
: 

.
'
っ'

.

.

:

〜

_八
ニ
_

:

0
七
0

5
 

.;

:
 

,

V 

- 

I 

-■ 

: 

'
、
 

. 

- 

: 

-
 

,
 

■ 

- 

V 

-

品
' 
十
八
^
の
普
.Th

ぼ
.

A
l
p
h
a
b

»:'
o
f
M
c
o
i
o

 
氐 c

 :
s
&
r
c
e
v

 P
art 

L
E
l
e
m

f'ts: of 

th〒

 Theory, of v
a
f

 or 

W
o
r
t
h
.
:

と
，其

画
,
.
-
.
.
-

 

•
 

;
•

 ■

.
 

A
J
-

 

• ••
•
•
•
•

■
'
•

 

■
 
/ 

'
 

:
 

-.

:'
-

•

)•
...
 

' 

,.. 

'•
.'
•

:

 

'/ 

. 

-

の
一
辛
b 
百
卜 

の
赛 

of economic 

矿
与
^ :
'
'を
射
辦
す
：在

«;
.^'
ょ
，つ
.：.で
^
も
呢
か
：に
^
れ
|:
_

め
1る
ど
^
が
出
來
：る

«
:で
あ
^:
ま 

.

.
心̂
理
學
的
友
法
と
を
綜
合
し
上

^
^
ず
令
の
擧
は

^
墙
典
^
シ
ー
ド
大
學
の
教
授
ョ
バ
ン

..
グ
ス
ク
ー
ス
》

丨
-ト
“
，ゥ
ィ
.ク
ゼ
.ル、に 

‘.：よ
づ
.で
行
ば
£
ま
じ
た
0
.
'經
濟
理
論
家
と
；じ

^'
:の
彼
れ
は
主
吃
レ

<

:^
ル
デ
メ
^

ろ
：
-.
;
ハ
ヴ
ァ
！
ク
.の
；學
徒
'で
あ
る
と
霄
は

.れ
て
.
 

;

^

3

0 

.
^
0
 ̂

3̂

,
 

9̂

 ̂

5
ch 

d
e
n
’ n
e
u
e
r
e
n
\
n
a
t
i
o
n
&
5
k
o
n
o
m
i
s
c
h
e
n

 

T

 
げ eo

T
i
s
'

 

10 0

9
3 

Geldzins 

u
a
d

 

G

H:erpreise, 

E
i
a
e
’ 

T
a
u
s
c
h
w
e
r
t
d
e
s

 

Geldes .bestimmenden 

u
rsa

c
h
s
,
.

 

1
8
900
.

〕

。
更
ら
に
、
フ
ェ
ル
 

へ
リ
デ
め
*:
.":
-
穴
ア(

.ル
-ト
ゆ
歷
也
學
派
の
：解
釋
：と

.柚
象
的
演
機
的
傾
：向

^,
:の
綜
合
^
企
阖
._货
备
も
</
>
で
'は
あ
り
ま
し
た
が
！、其
の
理
論
 

を
限
界
效

/|
]
に
基
が
し
職
て
雇

()
:
-ま
じ
'だ
0
:
-

(

0
^-
^
 ̂

1923, 

.
::-
_
./
.

..

.

-
:■
.
.

:

拘
に
.
•
.，.块
上
兰
擧
獗
ゼ
离
す
る
者
_の
間
把
^
し

セ

磨

々

た

初
_

の
論
淨
は
先
第
に
緩
和
せ
ら
れ
、
-.
':折
衷
的
傾
向
.が
鉻
f

i

f
な
ら
，
 

.
V

と
.しV

.

ゐ
が
り
セ
^
り
ま
す
が
.、
，.然
し
：袭

ら

、
.他

龙

：に

於

い

て

：は

、

'
主
觀
的
說
用
懊
値
學
說
.の
命
數
が
將
さ
.に
盡
き
ん
ど
し
つ

」

•
 

-
 

'. 

.
 \

:
 

.

.'
■

.

ベ
.

.

.

- 

■

ノ' 

.
 

.
 

. 

...
 

: 

.
 

_
 

- 

'

.

.

.
_
あ
；る
か
.の
如
き
觀
を
呈
.じ
'

之
.队
を
德
や
て
.論
爭
<7
)
-行
は
れ
た
事
實
矣
牡
意
し
.な
け
^̂ ̂

獨
逸
に
在
，'つ
て
...は

、
.
購

史

學 

■•
.派
.の
：.殘
存
勢
ヵ
ま
び
に
.勞
働
階
級
.運
動
の
: ^
太
な
ざ
_

論

的

、
へ
マ

〉
ル

式

::
る
障
碍
ゼ
あ

:̂
-
.索
し
"た
0
‘.英國
に
於
き
ぎ
し

'ィ
は
、h

-

ン
バ
ン
フ
：で
講
義

1
し
.て
居
.り
ま
"し
^
.マ
ー
：
^
ャ
.
_ル：と
同
時
代
の

'老
敎
授
.ジ
？

' 

■パ

ル

’
ソ
ン
は
敫
用
遞
減
及

'ひ
消
費
^
鈐
剩
の
如
含
心
理
學
的
概
念

.に

.皮
對
し
.、丨
其
の
.鋒
先
を
.マ
i
.シ
十
ル
'に
向
け
す
レ
た

o

'、
»

が

：て_

ぐ
れ
如
き
心
'现
學
晰
假
定
'の
.必
蕻
を
囘
_

す
^>
:
こ
ど
.の
出
來
る
方
法
抵
限
界
理
論
ぢ
表
_

し
_ょ
ぅ
と
ず
る
；の
'擧
が
行
は
れ
ま

. 

\ 

• 

,

•

.

.

.

. 

; 

■ 

■ 

. 

. 

‘

. 

- 

_ 

• 

, 

; 

, 

.

.

. 

.

.

.

\
.
. 

•
.

t

た
。
ジ

1 ウ
ゥ

ン
ズ
齓
の
快
樂
主
義
は
聞
却
せ
ら
れ

*
若
し
く
は
全
然
抛
棄
せ
ら
れ
る
に
す
ら
至
り
ま
し
た
。
彼
れ
の
快
樂
及
び

A

痛
の
箅
法
は
、
'布
踢
に
ょ
つ
て
測
宛
'せ
ら
れ
ま
‘す
る
.や
5
な
#
:择
及
'び
費
相
の
其
れ
に
變
形
.ぜ

レ

め

ら

れ

ま

し

た

，。

^

'-
ヴ

ォ

ン

ズ

の

 

'行

つ

：た
一
や
ち

H
、

麵

邈

：
の
：
如

き
.：1
'货

物

：
の
：
連

續

的

.單
位
に
ょ
つ
，

V

興
"へ
ら
れ
ま
す
る
快
感
若
，し
く
は
效
用
：に
.於

け

，
る

漸

次

的

減

少

と

之

 

れ
1.を

敗
'

¥
る

：が.爲

め
'に

必

齡

な'る

坐

商

讷

活

動

か

ら

生

じ

つ

'
-
-
あ

代
り
，に
；:*
多
の
經
濟.學
莕
ば
依
然
と
し^:
1{
{
1線
>

使
|1
]
し
為 

寧
ろ
市
場
の.事
實
を
表
ボ.す
.る
.旨
.を
. 

;
宜
：言
致1̂
ま
じ
た
。.斯
.く

て

.
、
.
：

:'
'
.
;
ス

ト

ッ

ク

'.
礼
‘
ル

ム

大

擧

’敎
授
グ
ス
タ
ー
フ
：

「

力
.：
ッ
；

ル̂

は
^
イ
ツ
ォ
ハ

V

ス
及
.び
其
'の
，.

」
黨
の
■•心
：理
學

- 

'..
 

■ 

.
f 

- 

. 

. 

. 

■ 

>
. 

V
 

-
L 

- 

/■ 

'
.
I 

.
 

: 

< 

ノ
 

- 

- 

, 

'
 

_
 

- 

.

-

」

：.

-.
.

-
 

■
1

.

::

に
對
し
て(

顚
な
る
批
判
を
下
し
な
が
ら
、
、限
界
原
理
I

 
土
S

順
I

;す

盖
 

ヲ

ぺ

.

：

ル
-

•
リ
I
フK

ン
.

l

.

f費
用
と
の
間
^

:
い
：
で

：
の

み

唯

り

經

濟

的

活

動

^
承
認
し
、
而
レ
.て
、
彼
れ
の
所
謂
限
界
收
益
均
等
漁
則X

G
e
s
l
:

 

V
I
V
A
U
S

f'
i
 

 ̂de
r

Q'rerizertrage)
-

.

-
 
:

. 

: 

' 

• 

■ 

- 

y

 

. 

.

.

r

■:
-■- 

'

r

L

i-
\ 

■
 

^
 

.
 

-..
•

.ぐ

-t 

■.
 

.

o

し

.

.

.

.

/
 

•

'

i 

• 

- 

■
-

.
の

上

に

其̂>
價

格

迦̂

^'
'
建

設

致

.
し
^
し
^
。(

0
3
艮
5
^》

9

^

”<:
 ̂

,

.

.

.

-
' 

パ：

-

.
-

.
へ)

'
 

-

' 

-

•

 

.

•.
.

'..
• 

-

-

.

'

.

 

-
::
- 

.

-

-

-

.

-

..
;

- 

-

'

:-
■-
 

■ 

• 

■

.
-■ 

V
- 

; 

' 
J 

ぐ..;;
■ミ

:-
: 

「

-
-
-
.
•

然
し
な
が
：ら
.、：

斯

く

の

：
如

：く

し

.て
：„、，.學
界
の
ニ
部
に
'.は

價

値

理

論

を

：葬

り

：去

ろ

.て

.，

r

«

#
理i

i

を
&

.0
^
之
れ
に
代
ら
し
：め
ょ
_ぅ
と
- 

4
る

主

張

あ

る

の

：
時

、
，

^；
ヌ
.V:
.ト

-•
,ゥ
' ィ
ッ
ネ
ゼル

：：a

同
國
學
赛
力
.ッ
，
秦

ル..の■意
見
#
'强
く
反
對
しV

、

限
界
效
用
现
論
を
麻
護
じ
、 

.ハ.
^
1
1
;
^
<
€
^
€
1
<
3
1
2
1
1

ば
的
A
e
r
 

G
r
s
z
m
l
f
z
s
l
e
b
r
e
'
z
e
i
t
s
c
h
r
i
f
t

 

...f
ci
l
rs.e.-.Gesammte/sta^.swisserlschiaftJ'wd. 

ー5 6/.1

.
9
.
0
0
,

)

、
■•
オ
ツ

ト
T
r ノ
.：
-1
フ
ド
.:̂
'
は
理
論
經
濟
學
に
於
け
：

.る
價
値
.理
論
^
地
.位
を
系
統
的
へ
に.研
.究
し
、(Natfonaia.ka

ぎm
i
e

d;nd. Wertiehre, 

ein

J
- 

. 

•
.
:
' 

.

へ

-

:

-

.

-

.

.

-

'

'y- 

■.、

.

■

.

.
-
.

''
I 

.

.

.

.
•

 

. 

‘ 

.
,
.
• 

- 

: 

- 

- 

.
 

'
一

.
'
- 

.'

s
v
s
t
e
m
a
t
i
s
r

r'e 

J
n
t
e
r
s
u
c
t
a
i
D
g
v

 

z
d
t
s
c
h
l
i
f

rt-

0
^
. 

w
^
. 

*
0
- 

へ 

ロ 

ー
•
メ，！

1

ブ 

t

■ 

s 

■ 

« 

一
.

.

.

'
 

.•

■ 

.

. 

■ 

% 

. 

V 

:

.

-

.

.

.

1

 

• 

. 

.

.•
«.
..

'1
•

ノ

( 

.ノ 
-

 

;

 -

;•
'

t

 •
'

 

•

 

• 

.

 

•

 •

 

-

は
僧
値
辄
：̂

を
撕
襲
し
-て
效
果
を
擧
げ
、
^
!

 ̂

.sozial

o:k
o
n
o
m
i
s
c
h
e
_
V
K
a
t
e
8
r
i
e

 

d
e
s
'
W
e
r
t
e
s
,

ト92

ツ
ン
，、

力
！
ルV

テ
ィ
I
ル
は
溯

-
-
.
r
l
.

':
v 
へ
..-.
.
'';
'
：
.
-
ン

 

V
'
:
'■
:
'
:
'
\
.
. 

へ
/ 

: 

■
:-
.
 

-
'
*
'■
.
.
: 

:

:

.
'

「

..死
‘の

镇

値

理

論̂爲

办

に

辯

じ

、

；

ハ Vo
n

 

'.dejr s
t
e
r
b
s
d

n>i
n
: : W

e
r
t

 Jehre, 

- 

;JabLrbucIl'、

' fHr 

: 

Gesetz.g-ebll ng, 

, Ve
r
w
a
l
t
u
n
g

 

u
n
d

 

.volks^vixthschaft.im 

D
e
u
t
s
c
h
e
n

 

.へR
e
i
c
K
-
.
:
-
N
-
V
F
.
,

 
一
 Bd.-:.49... 1

9
2
5
^
、

ア
ン
ド
レ
1
T
x
‘

■

フ
ホ
イ
ク
.ト
は
.主
觀
的
形
藤
に
於
い
\て

”

:•.
'
■■
■
"ー
現
益
濟
學
輝
論
漑
_
: 

.. 

.
- ,
八lil,:/

、. ：： 

Q
O
S
:
' 

,
:■
■



,

現
代
鸫
鍊
擧
理
論
概
況」

,

. 

.
八

四

(

七
O

W)

丨
,

V

 

1

 

_ t

 

. 

.

.

.

.
-
.

—

钱
な
'
-n
l
命
を
^

^
广
る
て
^
见
故
レ
ま
-し
た
。

(
w
e
r
t

PJ'rteile, 

w
e
r
t

cregn
f
f
e

 

urui 

werttheorien) 

zeitsch

'Mift, 

' 

f lir

' die 

G
e
s
a
m

 

日
te 

Staatswissenschaft, 

B
d
.

 

8
4
;
192S0.O 

乂 

* 
來
w
の
"ツ
ズ
ッ
ト•

シ
パ
•デ
ィ
ッ
キ
ン
サ
ン

(

N
. 

o Di
c
k
i
n
s
o
n〕

一.は
、
.
 

ヴ

H

プ
レ
ン
の
如
哈
學
者
の
玫
擊
に
答
へ
て
‘、
极
樂
主
義
的
人
間
行
爲
の
-调
論
を
倣
棄
す
る
こ
と
な
く
し
て
'、
心
理
磬
：

g

方
面
か
ら
此
- 

の
，
 

間題
を
檢
討 
し
、
. 却
つ
'
て
，
 
快

樂

主

義

，
に

 
有
利
な
る 

一
般
_
結
論
に
到
達
致
し
ま
じ
た o

/
〈
E
c
o
n
o
m
i
c

 

Motives, -a 

shld.M. 

i
s 

the.:

:.
p
s
y
c
h
o
i
o

ooicax 

F
o
u
n
d
a
t
i

o-n
s
'
.
o
r
'
E
c
o
n
o
^
i
c
a
r
.

 Tbeo.rv. .w.il.h:: .some':-. R
e
f
e
r
e
n
c
e
,

 .to ..'Q.ther.'v 

..

s
ciencesT. 1922',’、

T
h
e

 

K.elations 

o
f

 R
e
c
e
n
t
、
PSYCllolo^icai 

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
s

 

tro 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

T

treory, 

T
h
e
p
u
a
r
t

rDrly "Journal o
f
M
c
o
n
o
n
u
c
s
,

 

VOL' 

3
3

 

1
9
1

00-19; 

<
2目
3
ユ
け
玲
-;
fi
>M

e
t
h
o
d
s

 

i
n

 

p
s
y

o-h
o
i
o
g
i
c
a
l
M
c
o
n
o
m
i
c
s
,

 

A
m
e
r
i
c
a
n
'
E
C
o
n
o
m
i
c

 

j
R
e
v
i
s

い V
O
L

 

1
4
,
:
1
9
2
4
o
o

/

他
方
に
於
き
ま
し
て
は
叉
い
理
論
的
獨
斷
論
に
ょ
る
經
濟
學
の
'停
滞
不
振
を
攻
擊
す
^
の
興
も
聞
^
ま
し
た
。
鍵
きk

.
l

言
致
し
.ま
：
 

し
た H 

n 

矽
ソ
ン
の
如
ぎ
も
其
の 

| 

\
:̂
あ
り
ま
す
0 

ぐTh
e

 

U
s
e

 

a
n
d

 

A
b
u
s
y
o
f

 A
u
t

p-ority 

i
n

m
c
o
n
o
m
o'
s、Ti

l
e
.
M
c
o
n
o
m
i
c

J
o
u
m
a

ごvol. 

1
3
,
,
1
9
s
.
>
"

，彼
れ
は
數
學
的
方
法
を
承
！
す
る
セ
と
を
得
な
い
‘.で
、
機
に
觸
れ
て
烈
し
く
之
れ
を
攻
擊
す
る
'の
擧
に 

す
ら
屯
^
た Q

:

(?
.あ
.り
ま
す o

(
T
h
e
.
'
v
a
g
‘aries' of'.Redê
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猶
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概
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狀
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摩
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應
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⑴
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.■の
：單

位
の
#:
殊

_

物

も

限

界

に
歸
す
る
に
よ
つ
て
.分

離

せら
れ
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.
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摊
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'
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.
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將
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け
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の
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或
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。
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概
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又
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迂
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茨
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ま
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彼
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從
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ま
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效
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川
ち
投
铝
の
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界
的
若
し
く
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最
後
の
項
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に
よ
つ
て
av
ぜ
.し
め
ら
れ
右
效
用
が
撺
々
な
る
時
期
に
於
い
ヤ
等
1
く

な

る
や
ラ
'<に
彼
れ
等
の
投
費
を
時
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調
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よ
ぅ
と
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ま
す
。
消
把
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初
期
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れ
る
時
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約
は
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ま
す
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入
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對
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方
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於
け
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。
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す
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彼
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節
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約
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す
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彼
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の
所
得
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千
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し
ま
す
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節
約
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せ
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ま
す
る
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彼
机
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见
得
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六
千
闕
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增
加
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す
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れ
等
兩
時
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彼
れ
の
欲
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あ
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宠
し
ま
す
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ば
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千
闽
か
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千
圓
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所
得
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節
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な
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あ
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史
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。
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薇
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漏
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叫
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摇
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.て

は

、
，
.其

，
の

變

化
.が

資

本'(
0
:形

成

，
に

及

ぼ

す
.影
響
は
全
静
に
於
い
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づ
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し
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動
態
經
濟
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す
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も
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觀
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ま
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旧
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_
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近
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潤
に
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述
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澗
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又
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い
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拂
は
れ
る

こ

と
 

ン
现
代
紗
濟
學
现
論
槪
況 

• 

. 

< 

■
-

,

、

.
九
‘五

(

七 

一
5

:'
ン



.現
代
鸫
濟
繆
輝
論
槪
淤
'
' 

'

,

.

•

'
 

,

九
.六
’，
,

c

七1
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,
の
出
來
ぬ
一
特
殊
形
態
の
勁
務
，に
對
す
る
報
酬
と
，^
一
M <
じ
'よ
ぅ
と
ナ
る
說
に
對
し
ま
し
て
、
利
瓢
を
以
つ
て
，‘短
期
的
現
象
.と
，
看

做

し

、

,

3H
常
な
る
'均
衡
狀
態
'
に

布
つ
，
て
-は
#

在
し
，得
な
い
も
の
と
觀
る
の
■

が
生
じ
て
ゐ
ま
し
た
。
ク
え
ー
ク
の
言
敷
を
-以
つ
て
し
ま
ず
.る
&

,

%

«，
利
潤
は
企
蒙
，が
、之
れ
を
摑
f

」

，て
も
、
，維
舞
す
t

と
の
'出
来
な
い
逃
霞
的
な
高
，
あ
、り
ま
し
て
\「

や

が

：て

彼

れ

等

..の
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ら
逃
れ
て
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會
，金
員
，の
上
に
授
け
ら
れ
る
.
の
-で
あ
り
ま
す
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の
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多
數
^
遵
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り
だ
す
が
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，

、
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グ
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な
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.
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ア
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に
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つ
て
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述
.せ
ら
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ー
ク
と
妬
简
の
對
照
を
な
す
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の
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シ
ャ
ル
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利
潤
が
，存
在
す
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